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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇宮城県防災砂防課の相澤です。本日はよろしくお願い致します。
〇私からはタイトルを「近年の土砂災害」と題しまして，３点お話させていただきます。

〇ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが，まずは，土砂災害とはどのような災害なのか？　を簡単に説明をさせていただきまして，次に，全国で昨年度発生した土砂災害についてお話し，最後に宮城県で昨年度発生した土砂災害についてご説明させて頂きます。

（〇配布させていただいた資料については，時間の関係上，所々割愛しながら進めさせていただきますので，お時間がある際にご覧になっていただけると幸いです。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇さっそくですが，「土砂災害とは？」　どのようなものでしょうか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇土砂災害には，主に「土石流」，「がけ崩れ」，「地すべり」　の３つの種類に分類されます。
〇「ひとたび発生すれば・・・」　人命に被害を及ぼしかねない恐ろしい災害であり，他の災害に比べて，発生の予測が困難な傾向があります。

〇たとえば，河川の氾濫などは川の水位が上昇するなどで危険性が高まっていることがわかります。
〇この点，土砂災害は前兆現象がわかりにくく，突発的の現象だと言えます。

〇ここで，TVなどでご覧になったこともあると思いますが，土砂災害についてイメージを持っていただくため，ご説明させて頂いた土砂災害の３事象である土石流、がげ崩れ、地すべりについて動画を流させて頂きます。

【～～DVD放送～～】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
映像を見ていただきましたが、土砂災害の恐ろしいところは、前ぶれがほとんどなく、いつ・どこで発生するかわからないことです。
また、ひとたび発生すれば甚大な被害が発生し，人命や財産を脅(おびや)かします。


= b EIHIR
TESEEL(L- - ?
BHR2E~RRIBEETOAREWILES

0% 20% 40% 60% 80% 100% | %& - FHFHREORIA

E5t EA
éﬁs 52.0% 47.3%

31.7%

~
\

' 4
\J
2y

84.6% -

S DREIBKEOH

BRIEHENZL

19.6%



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・こちらは土砂災害の被害について内閣府でまとめているデータです
・この表の各土砂災害について黒色が屋外，白色が屋内で被害に遭われた方の割合を示しています。
・他の災害に比べて，土砂災害が屋内犠牲者が多いことが見て分かると思います。
・土砂災害による被害は，家屋を壊すほど激甚的な場合があり，屋内にいても安全とはいえないため，安全な場所へ避難することが重要です。
・また，右の円グラフを見て頂きますと，自然災害の中で土砂災害を起因とした犠牲者の割合は全体の約4割となっており，他の自然災害よりも多くを占めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇続きまして，全国の土砂災害の発生状況についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・次に，過去10年間の土砂災害発生件数ついてご説明します。
・土砂災害は平成20～29年にかけては毎年平均すると全国で約1,000件程度の土砂災害が発生していました。
・おととしは平成30年7月豪雨等の影響により，平年の約3倍となる約3,500件もの土砂災害が発生し,土砂災害特別警報が１府10県で発表されました。また、昨年は台風や前線の影響により平年の約２倍となる約2,000件もの土砂災害が発生し、土砂災害特別警報が１都１２県で発表されました。
・平成２５年８月の特別警報運用開始以降、平成30年、令和元年と、2年連続で特別警報発令規模が最大となっており、土砂災害発生件数、被害規模はともに近年増加傾向にあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・次に今年、令和元年に全国で発生した土砂災害をご紹介します。
・昨年は前線や台風の影響により、多くの土砂災害が発生した年でした。
・年間平均すると約1,000件程度の土砂災害が発生しておりますが，昨年度は平均の約2倍となる約2,000件の土砂災害が発生しました。
・うち約半数の土砂災害は台風19号によりもたらされ,東日本・北日本を中心に甚大な被害を及ぼしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・ここで,「令和元年台風19号」の概要についてご説明します。
・この大雨については、平成２５年８月の特別警報運用開始以降最大となる、１都１２県に大雨特別警報が発表されました。（静岡県、神奈川県、東京都、埼玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮城県、岩手県）
・この降雨により,12時間雨量は120地点で、24時間降雨量は103地点で観測史上1位を記録したほか、10月12日に北日本と東日本のアメダス地点で観測された日降水量の総和が観測史上1位を記録するなど、広い範囲でこれまで経験したことのないような重大な危険が差し迫った異常な状況となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・令和元年台風19号に伴う土砂災害は、１つの台風がもたらしたものとしては、件数、規模ともに過去最大を記録しました。
・東日本を中心に土砂災害が同時多発し、一つ一つの土砂災害の被害が広範に渡っていました。
・過去10年間で100件以上の土砂災害が発生した台風災害は、平均約200件ですが、それを大幅に上回る952件の土砂災害が発生しました。
・また、通常の台風被害よりも被害が甚大で、被害の全容把握や救援救助に多くの時間を要しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


・直近の事例としまして,「令和2年7月豪雨」の概要についてご説明します。
・7月3日から本州付近に停滞した梅雨前線により西日本や東日本で激しい雨が断続的に降り、7月7日から8日にかけて、7県に大雨特別警報が発表されました。（熊本県、鹿児島県、福岡県、佐賀県、長崎県、岐阜県、長野県）
・その後も前線は本州付近に停滞し続け、西日本から東北地方の広い範囲で雨が続き、特に 13 日から 14 日にかけては中国地方を中心に、26 日から 29 日にかけては東北地方を中心に大雨となりました。
・7 月 3 日から 7 月 31 日までの総降水量は、長野県や高知県の多い所で 2,000mmを超えたところがあり、九州南部、九州北部地方、東海地方、及び東北地方の多くの地点で、24、48、72 時間降水量が観測史上１位の値を超えました。
・また，この一連の大雨によって，954件の土砂災害が発生し，最も土砂災害が発生した県は熊本県で225件となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇続きまして宮城県内で発生した土砂災害の状況についてご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

・そして次に宮城県における土砂災害の発生状況です。
・平成21～30年にかけては平均すると宮城県では年間約9件ほどの土砂災害が発生しておりました。
・昨年度は台風の影響により全国的には土砂災害が多く発生し甚大な被害が生じました。宮城県内においても台風19号の影響により年間254件の土砂災害が発生しており,死傷者を出しました。
・県内の過去10年間の土砂災害発生状況を見ますと,上記の外に、平成23年の東北地方太平洋沖地震,平成27年の関東・東北豪雨やおととしの台風21号などで土砂災害が多く発生しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


・宮城県内で発生した土砂災害の事例としまして,令和元年台風19号による丸森町の被災状況についてご説明します。
・台風19号上陸時，丸森町では12日夕方から深夜にかけて、年平均降水量の35％相当の雨が短時間で降り,増水が急激に進みました。
・また、夜間に集中的に雨が降り、避難が遅れ、被害の拡大に繋がりました。
・さらに、過去の山火事等によりもともと脆くなっていた地盤が大量の雨水を含みさらに緩んだため、 山間部では100件を超える土砂崩れが発生しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


・令和元年台風19号による宮城県内の人的被害のうち、丸森町が約半数を占め、うち土砂災害での犠牲が半数を占めました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○以上をもちまして「近年の土砂災害」につきまして説明を終了させていただきます。
○ご静聴ありがとうございました。
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